


自治会や連合自治会との違い
　自治会は、みんなで決めたルールに
のっとってお互いに助け合い支え合う、
地域を基盤とした住民組織の一つです。
また自治会同士の連携機関が連合自治
会です。

　地協は、①多様な団体から構成され
ていることから、地域の魅力づくりに
向けて専門的な知識や技術で取り組む
ことができる、②役員や構成員が一定
期間変わらないことで活動の持続性が
ある、③自治体の枠を超えて取り組み
を広げることができます。

地協ってなあに
◦�地域の特性や課題を住民が共有でき
るようにします。
◦�魅力ある地域づくりに取り組みます。
◦�住民の暮らしを支える新たな公共
サービスの担い手をつくります。
◦�住民の社会貢献活動や生きがいをつ
くります。
◦�地域住民の交流（コミュニティ）の
場を提供します。

地協が必要な理由
　地域ごとの課題（集落の人口減少・高
齢化、核家族化、コミュニティの希薄化、
地縁団体の機能低下など）を解決し、魅
力あるまちづくりを進めるには、地域の
あらゆる人や団体が一体となった活動
や取り組みが必要です。その核となる組
織が地協です。

私
た
ち
の
ま
ち
は
、

私
た
ち
で
つ
く
る

特
集
・
地
域
づ
く
り
協
議
会

市
内
に
地
域
づ
く
り
協
議
会（
以
下「
地
協
」）が
設
立
さ
れ
10
年
。
そ
れ
ぞ
れ
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
特
集
で
は
、
地
協
の
役
割
や
具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
と
と
も
に
、
地
協

の
取
り
組
み
を
深
化
さ
せ
る
た
め
設
置
し
た
「
な
が
は
ま
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」

の
支
援
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

市民活動センター等の
支援については５ページ〈〈〈

地協のイメージ

住
み
た
い
・

住
み
続
け

た
い
地
域

地域支援職員

地域活力プランナー

市民活動センター

地区社協

消防団

環境美化
子どもの
通学安全
サポート

高齢者
見守り

地域活性化
イベント

民生委員

老人会

子ども会

自治会市民団体

地
域
づ
く
り
協
議
会
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こんな取り組みしています！

神田地区まちづくり協議会交通手段のない高齢者への生活支援

協議会データ
平成20年発足。構成自治会数８　世帯数444　
人口1219　高齢化率33%（平成29年１月現在）
平成23年から神田まちづくりセンターを管理・運営

高齢者の買い物へのつきそい
　交通手段がない高齢者と一緒に、スーパー
やドラッグストアへお買い物。移動は、毎回
社会福祉協議会のマイクロバスを借用。買い
物後は、自宅までの荷物の運搬も手伝う。月
２回のサービスで、利用者は１回につき200円
を払う。

課題解決の模索
　協議会としてさら
に細やかな生活支援
をめざし、住民団体
「かんだサポート会」
による買い物つきそ
い支援をスタート。

地域の課題
・�高齢化に伴う独居
世帯の増加で、見
守りやフォローが
必要。
・�地区内に小売り店
等がないうえ、路
線バスの停留所も
近隣になく、日常
の買い物が困難な
人がいる。

関 わ る 人 た ち

かんだサポート会代表
畑
はた

澤
ざわ

誠
せい

一
いち

郎
ろう

さん
買い物移動時の車内は、住民同士の
楽しい交流サロンのようにもなって
います。今後もサポート会メンバー
とともに地域の課題解決に向けて取
り組んでいきます。

協議会事務局長・まちづくりセンター所長
伊
い

藤
とう

義
よし

弘
ひろ

さん
細やかな支援を続け、地域を見守る
ことにつなげていきたいですね。今
後まちづくりセンターがつながりの
拠点となることをめざし、サロンを
継続して開こうと計画しています。

買い物支援利用者（80代）

怪我や事故が心配で、もう車や自転
車は使えないので、このサービスは
本当に助かっています。月に２回の
ペースもちょうどいいですね。

●かんだサポート会
まちづくりセンターの美化、庭
木の手入れ、家事援助など地域
や住民の日常生活支援を行う。
人材登録制で、40〜80代の約
30人が登録。依頼に応じて登
録者が出動する。（原則有料）

メンバ—最高齢・82歳の
筑
ちく

摩
ま

克
かつ

己
み

さん

主に葉刈りの支援を
しています。せっか
くの庭がきれいだと
いいやろうなあとの
思いから。地域の人
の喜びが自分の喜び
になっていますね。

広報ながはま　2017年７月3



こんな取り組みしています！

南郷里地域づくり協議会
育児の孤立と不安を解消
　　居場所づくりで応援・見守り
協議会データ
平成19年発足。構成自治会数21　世帯数4152
人口10439　高齢化率23%（平成29年１月現在）
平成27年から南郷里まちづくりセンターを管理・運営

子育て広場「はぐみんぐ」の開催
　就園前（0.1.2歳）の子どもとその保護者を対象にし
た交流の場。読み聞かせや手遊びなどの定例プログ
ラムに加え、リトミックや七夕まつり、栄養の話な
ど毎回メインとなるテーマを設け、季節感や保護者
に役立つ内容を織り込んでいる。毎月第１・３火曜
日まちづくりセンターを会場に行い、毎回15組程度
が参加している。参加費は１組100円。

課題解決の模索
　地域が一体となった
子育て支援をめざそ
うと、南郷里小学校
の読み聞かせボラン
ティアメンバーと連
携して活動をスター
ト。サポートスタッ
フは民生委員児童
委員に依頼したほか、
地協の広報で公募。

地域の課題
・�少子高齢化や新旧
住民の混在などに
よる、コミュニ
ケーションの希薄
化。
・�核家族化や子ども
を保育園に預けて
働く女性の増加
で、育児を通じた
交流の機会や場の
減少。

地協会長　井
い

沼
ぬま

　稔
みのる

さん
　はぐみんぐでは、子ども同士、親
同士、また親とサポートメンバーの
つながりが生まれています。今後も
地協として「つなぐ場」づくりに励
んでいきます。

参加を続ける　一
いち

居
い

千
ち

賀
か

子
こ

さん
　他の子の成長がわかったり、ス
タッフさんに温かい言葉をかけてい
ただいたりして、大好きな場。実は
私も子どもも人見知りですが、そん
な人にもぜひおすすめしたいです。

参加を続ける　鵜
う の せ

瀬あゆみさん
　今幼稚園の長女はこの春はぐみん
ぐを“卒業”しました。この場で顔見知
りになった人とは幼稚園でも交流が
生まれています。同じ地域の親子が
集まるという親近感がいいですね。

●はぐみんぐ
　サポートメンバー
30〜60代の女性15人がスタッ
フとしてサポート。元保育
士や栄養士などがおり、保
護者からの相談にも専門的
視点からアドバイス。

代表
井
い

関
せき

真
ま

弓
ゆみ

さん

子どもが大きくなって、は
ぐみんぐを“卒業”した人が、
今度はサポートスタッフに
加わってくれるなど、取り
組みが少しずつ実を結んで
いっているようでうれしく
思っています。

関 わ る 人 た ち
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地
域
づ
く
り
協
議
会
を

応
援
し
ま
す
！

前
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
二
事
例
は
い
ず
れ
も
、
地
域
の
課
題
に
対
し
て
、
地
協
と
市
民
活

動
団
体
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
地
協
と
の
連
携
体
制
や
支
援
制
度
を
設
け
る
と
と
も
に
地
協
と
市
民
活
動
団
体
を

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
応
援
す
る
「
な
が
は
ま
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

財政的な支援
・地域づくり交付金制度
　�活動支援として　35万円+（世帯数
×200円）〈年間〉を支給しています。
・�提案事業交付金制度
　�事業費の10分の８（審査あり）を支
給しています。

人的な支援
▼ 地域支援職員制度
市職員が事務局や活動をサポートし
ます。

▼地域活力プランナー
地域に根付き、課題解決・地域活性
化に取り組むリーダーとして配置し
ています。
具体的には、地域の現状を把握し、
課題点、求められていることを分析
したうえで、活動や取り組みを企画
し、実践しています。
現在、希望のあった14の地協に配置
され、地域の活性化に向けて取り組
んでいます。

市民活動センターによる
各種支援

市民活動支援コーディネーターの
活用
▼�情報や場の提供、相談受け付けな
ど、地協や市民活動団体の活動全
般を支援しています。

▼�地域で活躍できる人を育成するた
めの各種研修・講座を開催してい
ます。

平成28年度は「地域活力プランナー
育成講座」を開講。今年度は「まち
づくり実践講座」と題して地域の課
題解決などの手法を学んでいきます。

その他年間を通じて、地域づくりに
興味関心がある人を対象にセミナー
や人材育成講座等を予定しています。

４ページで紹介した南郷里地協
では…
各町の実態や課題を把握しよう
と、現在地域活力プランナーが
地域内21の自治会に出向き、聞
き取りをしています。この調査
を地協の取り組みに反映させて
いきます。

南郷里地協による榎木町自治会への
ヒアリングの様子

ながはま市民活動センターは、
地協や市民活動の次の一歩を
応援する場です。

事務局　本庁３階
問☎65-6525
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第
７
期
「
な
が
は
ま
・
こ
ほ
く
創
業
塾
」

を
開
講
し
ま
す問

商
工
振
興
課（
☎
６
５

－

８
７
６
６
）

新
し
い
福
祉
医
療
費
受
給
券
を

送
付
し
ま
す

問
保
険
医
療
課（
☎
６
５

－

６
５
２
７
）

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す

　
創
業
を
目
指
す
人
や
新
事
業
を
立
ち
上
げ
た
い
人
を
対

象
に
「
な
が
は
ま
・
こ
ほ
く
創
業
塾
」
を
開
講
し
ま
す
。

基
礎
か
ら
応
用
ま
で
内
容
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

︻
と
　
き
︼   

７
月
25
日
〜
10
月
３
日
の
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　 

18
時
〜
３
時
間
程
度（
全
10
回
）

︻
と
こ
ろ
︼
神
照
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー（
神
照
町
）

︻
内
　
容
︼  

実
際
の
創
業
・
新
事
業
に
活
用
で
き
る
幅
広
い

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど
を
通
し
て
学
べ
ま
す
。

︻
定
　
員
︼
40
人（
先
着
順
）

︻
受
講
料
︼
無
料

︻
申
込
み
︼  

①
氏
名
②
住
所
③
連
絡
先
を
、
電
話
ま
た
は

F
A
X
で
左
記
ま
で
。

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み
先

　 （
一
社
）長
浜
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ポ
ー
ト
協
議
会

　 

創
業
塾
事
務
局（
長
浜

商
工
会
議
所
内
）

　
☎
６
２

－

２
５
０
０

　

 

６
２

－

８
０
０
１

　
８
月
１
日
か
ら
利
用
で
き
る
「
福
祉
医
療
費
受
給
券
」、

「
重
度
心
身
し
ょ
う
が
い
老
人
等
福
祉
助
成
券
」
を
７
月
中

旬
に
、
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
受
給
券
・
助
成
券
の
交
付
に
あ
た
っ
て
手
続
き

が
必
要
な
人
に
は
、
案
内
通
知
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
７

月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
遅
れ
る
と
８
月

か
ら
の
受
給
券
が
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

　
受
給
者
は
健
康
保
険
証
と
あ
わ
せ
て
医
療
機
関
等
で
提

示
す
る
と
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

︻
対
象
者
︼

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
所
定
の
所
得
制
限
を
越
え

な
い
人

　
・
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級（
４
級
の
一
部
）

　
　
ま
た
は
療
養
手
帳（
重
度
）を
お
持
ち
の
人

　
・
18
歳
未
満
の
子
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
世
帯
の
人

　
・
65
〜
74
歳
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

申
請
先

　
保
険
医
療
課（
本
庁
舎
１
階
）

　
☎
６
５

－

６
５
２
７

　
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
、
今
年
で
67
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
青
少
年
が
犯
罪
や
非
行
に
陥
る
こ
と
を
防

ぐ
と
と
も
に
、
罪
を
犯
し
た
人
々
の
立
ち
直
り
を
地
域
社

会
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
安
全
で

安
心
な
社
会
を
築

く
た
め
、
自
分
に

は
何
が
で
き
る
の

か
を
考
え
て
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い

地
域
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

※ 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
長
浜
市
推
進
委
員
会
で
は
街

頭
啓
発
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
長
浜
市
推
進
委
員
会
事
務
局

（
社
会
福
祉
課
内
）

　
☎
６
５

－

６
５
３
６

▲

昨
年
の
講
義
の
様
子
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市
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す

問
行
政
経
営
改
革
課（
☎
６
５

－
６
７
０
２
）

長
浜
駅
東
口
広
場
へ
の
進
入
路
の
変
更

問
長
浜
駅
周
辺
ま
ち
な
か
活
性
化
室（
☎
６
５

－

６
５
４
５
）

　
指
定
管
理
者
と
し
て
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
施
設

の
管
理
を
し
て
い
た
だ
け
る
法
人
や
団
体
を
募
集
し

ま
す
。

︻
募
集
す
る
施
設
︼

　
①
浅
井
東
診
療
所
（
野
瀬
町
）

　
②
余
呉
福
祉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
余
呉
町
中
之
郷
）

︻
指
定
管
理
予
定
期
間
︼

　
５
年
間（
平
成
30
年
４
月
１
日
〜
平
成
35
年
３
月
31

日
）

︻
募
集
要
項
の
配
布
︼

　
７
月
３
日（
月
）〜
８
月
３
日（
木
）の
期
間
に
左
記

担
当
課
で
配
布
し
ま
す
。

※
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

︻
申
請
書
類
の
提
出
︼

　
７
月
27
日（
木
）〜
８
月
３
日（
木
）の
期
間
に
直
接

左
記
担
当
課
ま
で
。

担
当
課

　
①
健
康
推
進
課（
☎
６
５

－

７
７
７
９
）

　
　
〈
な
が
は
ま
ウ
ェ
ル
セ
ン
タ
ー
内
〉

　
②
高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５

－

７
７
８
９
）

　
　
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
長
浜
駅
周
辺
の
道
路
拡
幅
工
事
が
ま
も
な
く
完
了
し
ま

す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
７
月
28
日（
金
）以
降
は
、
長
浜
駅
東
口

広
場
へ
の
進
入
経
路
が
左
図
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。
え

き
ま
ち
テ
ラ
ス
長
浜
の
西
側
の
道
路
は
、
今
後
車
両
進
入

禁
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

市立長浜病院職員を募集します（平成30年４月１日採用予定）

職種 採用予定人員 受験資格

薬剤師 ２人程度

次のいずれにも該当する人
〇昭和62年４月２日以降に生まれた人
〇 薬剤師法による薬剤師の免許を有する人（平成30年７月末日までに免許取得見込みの
人を含む）
〇当直ができる人

  ■試 験 日　７月22日（土）　■申込受付期限　７月14日（金）　当日消印有効
■試験会場　市立長浜病院
　受験申込書は担当課にあります。また、病院ホームページからダウンロー
ドすることもできます。
　受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に「薬剤師職受験申込書請
求」と朱書きし、返信用封筒[角型２号]（120円切手を貼付して宛先、郵便番
号明記）を同封して、右記まで送付してください。

問合せ・申込先
長浜市病院事業職員選考委員会
〈市立長浜病院事務局総務課内〉
〒526-8580　大戌亥町313
☎６８－２３２４（直通）

▲長浜駅東口広場への進入路（変更後）
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●保険料の支払方法について
　通知書の「特別徴収」の欄に金額が記載されている場合、その金額を年金から天引きします。
　また、「普通徴収」の欄に金額が記載されている場合、納付書か口座振替でお支払いいただきます。

●「限度額適用・標準負担額減額認定証」を送ります
　平成29年度の住民税が世帯全員非課税の人は、入院時や高額な外来診療を受けるときに、医療機関に「限度
額適用・標準負担額減額認定証」（以下、「限度額認定証」という。）を提示すると、食事代が減額されたり、医療
にかかる窓口でのお支払いの上限が限度額までとなります。
　７月31日まで有効の限度額認定証をお持ちの人で、８月以降も該当する人には、新しい保険証とあわせて新
しい限度額認定証を郵送します。
　なお、対象となる人で限度額認定証をお持ちでない人は、下記窓口で申請してください。
　【持 ち 物】保険証、印鑑
　【申請窓口】保険医療課〈本庁舎１階〉、北部振興局福祉生活課および各支所

●８月１日から高額療養費の自己負担額が以下のとおり変わります
　「高額療養費」とは、同じ月内の医療費の負担が自己負担限度額を超えた場合、申請して認められると限度額
を超えた分が支給されます。

【平成29年７月まで】

所得区分
一部負担金
割合※１

自己負担額
外来(個人)

自己負担額
外来＋入院(世帯単位)

現役並み所得者 ３割 ４４，４００円
８０，１００円＋１％※２
〈４４，４００円〉※３

一般

１割

１２，０００円 ４４，４００円

住民税
非課税

区分Ⅱ
　８，０００円

２４，６００円

区分Ⅰ １５，０００円

【平成29年８月から平成30年７月まで※4】

所得区分
一部負担金
割合※１

自己負担額
外来(個人)

自己負担額
外来＋入院(世帯単位)

現役並み所得者 ３割 ５７，６００円
８０，１００円＋１％※２
〈４４，４００円〉※３

一般

１割

１４，０００円
年間(８月～翌７月)
１４．４万円上限

５７，６００円
〈４４，４００円〉※３

住民税
非課税

区分Ⅱ
８，０００円

２４，６００円

区分Ⅰ １５，０００円

※１　一部負担金割合は保険証の表示をご確認ください。
※２　医療費が267,000円を超えた場合は（医療費－267,000円）×１%を加算します。
※３　〈　〉内は過去１年以内に高額療養費の該当が４回以上あった場合の４回目以降の負担額です。
※４　平成30年８月以降の限度額も変更されます。詳細は今後お知らせする予定です。
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後期高齢者医療制度のお知らせ
問保険医療課（☎６５－６５２７）

８月１日から有効の新しい保険証を送ります。
　新しい保険証は、７月中旬に簡易書留郵便で送ります。

　８月１日以降は、新しい保険証をご利用ください。

　これまでの保険証は、各自で細かく裁断するなどして処分してください。

平成29年度保険料等をお知らせします。
　平成29年度の保険料の額や支払方法についての通知書を、７月中旬に郵

送します。今年度の保険料は、平成28年中の所得に基づいて計算します。

※平成29年度の保険料率（均等割額・所得割額）は平成28年度と同じです。

　 被保険者の皆さんに今後も安心して医療を受けていただくため、ご理解

とご協力をお願いします。

●平成29年４月１日から保険料の軽減内容が以下のとおり変わりました

後期高齢者医療制度に加入する前日まで被用者保険（職場の健康保険等）の加入者に扶養されていた人の
均等割の軽減割合が以下のとおり変わりました。

・均等割額の軽減割合の変更

※引き続き所得割はありません。
※所得に応じて軽減が受けられる場合があります。
※平成30年度は軽減割合が５割軽減となります。
※平成31年度以降は制度加入後２年以内の人のみ軽減割合が５割軽減となります。

平成28年度 制度の加入年数に関わらず 均等割額 ９割軽減

平成29年度 制度の加入年数に関わらず 均等割額 ７割軽減

・所得割額の軽減割合の変更
　所得割額の算定基礎となる所得額（※１）が58万円

を超えない人の所得割の軽減割合が以下のとおり変

わりました。

※平成30年度以降は所得割額の軽減はなくなります。

平成28年度 所得割額 ５割軽減

平成29年度 所得割額 ２割軽減

※１ 「所得割の算定基礎となる所得の額」は、

総所得金額等（※２）から基礎控除額の33

万円を差し引いた額となります。

※２ 「総所得金額等」とは、前年中の総所得

金額、分離課税の土地・建物、株式等の

譲渡所得等の合計額をいいます。

・均等割額の軽減対象の拡大
　均等割額の軽減対象となる人の所得の範囲が以下のとおり拡大されました。

　同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等が、次の計算式を超えない人

均等割額が

５割軽減される人

平成28年度 基礎控除額３３万円＋２６．５万円×世帯の被保険者数

平成29年度 基礎控除額３３万円＋２７万円×世帯の被保険者数

均等割額が

２割軽減される人

平成28年度 基礎控除額３３万円＋４８万円×世帯の被保険者数

平成29年度 基礎控除額３３万円＋４９万円×世帯の被保険者数

新しい保険証は、びわ色（薄橙色）です
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男
女
共
同
参
画
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）

推
進
標
語
を
募
集
し
ま
す

問
人
権
施
策
推
進
課（
☎
６
５

－

６
５
６
０
）

な
が
は
ま
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
公
開
講
座

問
小
谷
城
Ｓ
Ｉ
Ｃ
周
辺
新
産
業
拠
点
整
備
室（
☎
６
５

－

６
５
２
０
）

　
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、﹃
誰
も
が
い
き

い
き
と
活
躍
で
き
る
ま
ち
　
な
が
は
ま
﹄
の

実
現
を
目
指
す
た
め
、標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　
入
選
作
品
は
、
市
の
啓
発
活
動
に
使
う
ほ

か
、
11
月
25
日（
土
）に
開
催
す
る
「
は
〜
と

ふ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
長
浜
２
０
１
７
」
で
表
彰

し
ま
す
。

︻
募
集
内
容
︼

　
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
し
た
標
語

　
（
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
る
）

　
一
人
で
何
作
品
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

︻
応
募
資
格
︼

市
内
在
住
、
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
小
学
生
以
上
の
人

︻
応
募
方
法
︼

専
用
の
応
募
用
紙
で
応
募
箱
に
投
函
し
て

い
た
だ
く
か
、標
語
と
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が

な
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
ま
た
は

メ
ー
ル
で
下
記
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
専
用
の
応
募
用
紙
は
図
書
館
等
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

︻
選
考
方
法
︼

長
浜
市
男
女
共
同
参
画
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
。

︻
表
　
彰
︼

入
選
作
品（
最
優
秀
作
品
１
点
、
優
秀
作

品
２
点
）を
決
定
し
、
賞
状
と
副
賞
を
贈
呈

し
ま
す
。

︻
そ
の
他
︼

・
入
選
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し

ま
す
。

・
応
募
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

・
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
標
語
に

関
す
る
目
的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

︻
応
募
締
切
︼

　
９
月
29
日︵
金
︶必
着

※
応
募
箱
は
市
内
各
図
書
館
、
各
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
、
な
が
は
ま
ウ
ェ
ル
セ
ン

タ
ー
、
北
部
健
康
推
進
セ
ン
タ
ー
、
木
之

本
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
西
浅
井
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
余
呉
文
化
ホ
ー
ル
な

ど
に
置
い
て
い
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
〒
５
２
６

－

８
５
０
１
八
幡
東
町
６
３
２

　
人
権
施
策
推
進
課
〈
本
庁
舎
２
階
〉

　
☎
６
５

－

６
５
６
０

　
*jin

ken
@
city.n

agah
am
a.lg.jp

　
な
が
は
ま
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

の
第
１
回
講
座
を
公
開
講
座
と
し
て
開
講
し

ま
す
。

　
講
師
に
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
め
て
農

業
の
世
界
へ
飛
び
込
み
、
京
都
の
伝
統
野

菜
「
九
条
ね
ぎ
」
の
専
門
農
家
と
な
り
、
生

産
、
カ
ッ
ト
加
工
、
販
売
ま
で
手
が
け
て
年

商
10
億
円
を
目
指
す
、
こ
と
京
都
株
式
会
社

代
表
取
締
役
山や
ま

田だ

敏と
し

之ゆ
き

氏
を
講
師
に
迎
え
、

農
業
が
開
く
新
し
い
世
界
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

と
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
や
食
品
分
野
に
興
味
の
あ
る
人

は
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

︻
と
　
　
き
︼
７
月
28
日（
金
）13
時
30
分
〜

︻
と
こ
ろ
︼
市
役
所
１
階
多
目
的
ル
ー
ム

︻
内
　
　
容
︼

・
開
講
式
、
講
師
紹
介

・
公
開
講
座

　
講
師
　
こ
と
京
都
株
式
会
社
　

　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
山
田
敏
之
氏
　

　
演
題
　
脱
サ
ラ
就
農
、九
条
ね
ぎ
で
10
億
円

︻
定
　
　
員
︼
30
人（
先
着
順
）

︻
申
込
み
︼
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記

ま
で
。

※
参
加
無
料

問
合
せ
・
申
込
先

　
〒
５
２
６

－

０
８
２
９

　
田
村
町
１
２
８
１

－

８

　
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
研
究
会

　
☎
６
５

－

８
８
０
５

　

６
５

－

８
８
５
８

▲講師　山田敏之　氏
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「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
）」
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

問
社
会
福
祉
課（
☎
６
５

－

６
５
２
８
）

７
・
８
月
は
「
長
浜
市
青
少
年
健
全
育

成
強
調
月
間
」
で
す

J
A
ド
ッ
ク
の
健
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

問
保
険
医
療
課（
☎
６
５

－

６
５
１
２
）

　
所
得
の
少
な
い
人
を
対
象
に
、
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対

策
）を
支
給
し
て
い
ま
す
。

︻
支
給
対
象
者
︼

　
平
成
28
年
１
月
１
日
に
長
浜
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
で
、
平
成
28
年
度
分
の
市
民
税（
均
等
割
）が
非
課

税
の
人
。

※
次
に
該
当
す
る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
・
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
者

　
・
生
活
保
護
の
受
給
者
な
ど

※
支
給
対
象
と
見
込
ま
れ
る
人
に
、
申
請
書
類
を
４
月
下
旬
に

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
期

限
を
過
ぎ
る
と
給
付
金
が
受
け
取
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
申
請
か
ら
振
込
み
ま
で
、
１
か
月
半
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

︻
申
請
期
限
︼
９
月
１
日︵
金
︶17
時
15
分
ま
で︵
必
着
︶

︻
提
出
先
︼
社
会
福
祉
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

﹁
振
り
込
み
詐
欺
﹂や
﹁
個
人
情
報
の
詐
取
﹂に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
臨
時
福
祉
給
付
金︵
経
済
対
策
分
︶に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
！

○
国
や
県
、
市
職
員
な
ど
が
A
T
M（
現
金
自
動
預
払
機
）の
操
作

を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、「
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
）」

の
給
付
の
た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
A
T
M
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

○
メ
ー
ル
で
口
座
番
号
や
個
人
情
報
等
の
送
信
を
求
め
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、「
た
く
ま
し
く
伸
び
よ

う
伸
ば
そ
う
長
浜
の
子
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、市
内
19
地
区
の

青
少
年
育
成
会（
会
議
）と
45
の
関
係
機
関
・
団
体
が
連
携
・

協
力
し
て
、
健
全
な
青
少
年
の
育
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

重
点
活
動
　

①
地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で
守
り
育
て
る
運
動

　
・
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
声
か
け
運
動

　
・「
滋
賀
県
民
総
あ
い
さ
つ
運
動
」
の
推
進

②
環
境
浄
化
・
非
行
防
止
活
動
の
推
進

　
・「
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル
」
に
よ
る
巡
回
活
動

　
・
有
害
情
報
か
ら
青
少
年
を
守
る
活
動
の
推
進

③
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
家
庭
づ
く
り
運
動
の
推
進

　
・「
家
族
ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー
」
の
普
及
啓
発

　
・
明
る
い
家
庭
づ
く
り
標
語
募
集

長
浜
市
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進

明
る
い
家
庭
づ
く
り
、
心
と
心
が
通
い
合
う
学
校
・
職

場
・
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

︿
あ
い
さ
つ
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
﹀

○
家
族
み
ん
な
で
元
気
に
「
あ
い
さ
つ
」
を
し
よ
う
！

○
学
校
や
職
場
で
明
る
い
「
あ
い
さ
つ
の
輪
」
を
広
げ
よ
う
！

○
「
あ
い
さ
つ
」
が
と
び
か
う
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を

　
す
す
め
よ
う
！

問
合
せ

　
長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
事
務
局

　
〈
生
涯
学
習
文
化
課
内
〉　

　
（
☎
６
５

－

６
５
５
２
）

　
レ
ー
ク
伊
吹
農
協
ド
ッ
ク
健
診（
９
月
・
10
月
）と
北
び
わ
こ

農
協
ド
ッ
ク
健
診（
12
月
）の
健
診
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

︻
対
象
者
︼
次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
人

①
長
浜
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
平
成
29
年
４
月
１

日
現
在
40
歳
以
上
で
、
か
つ
受
診
日
時
点
で
75
歳
未
満
の
人

②
国
民
健
康
保
険
料
お
よ
び
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
世
帯
の
人

③
市
の
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
同
意
す
る
人

※
今
年
度
の
０
次
健
診
を
受
診
す
る
人
、
特
定
健
診
を
受
診
す

る
人
は
J
A
ド
ッ
ク
健
診
費
用
の
助
成
は
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

︻
対
象
機
関
︼
レ
ー
ク
伊
吹
農
協
、
北
び
わ
こ
農
協

︻
助
成
内
容
︼
レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
健
診
、メ
ン
ズ
ド
ッ
ク
健
診
、

J
A
ド
ッ
ク
健
診
、
各
Ｊ
Ａ
ド
ッ
ク
健
診
に
追

加
し
て
実
施
さ
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
健
診

︻
助
成
金
額
︼
受
診
費
用
の
１
／
２（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

た
だ
し
上
限
２
万
円

︻
手
続
方
法
︼
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
に
な
り
、

直
接
左
記
ま
で
。

※
申
請
書
に
は
本
人
の
署
名
が
必
要
で
す
。

︻
受
付
期
間
︼
７
月
３
日（
月
）〜

　
レ
ー
ク
伊
吹
農
協
ド
ッ
ク
健
診
　
９
月
８
日（
金
）ま
で

　
北
び
わ
こ
農
協
ド
ッ
ク
健
診
　
11
月
10
日（
金
）ま
で

　
医
療
機
関
で
の
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
申
請
受
付
は
７
月
31
日

（
月
）ま
で

※
申
請
多
数
の
場
合
は
、
早
く
締
め
切
り
ま
す
。

申
請
窓
口

　
保
険
医
療
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、
各
支
所
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このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

６月３日（土）
甲冑武者や姫がまちなかでパレード
　中心市街地で近世城下町ふるさとまつりが開催されました。
　まつりでは、戦国衣装で練り歩く武将パレードや出店などの
楽市楽座、近世城下町サミットなどが催されました。
　また、曳山博物館広場では今年からの新企画として殺陣・剣
舞パフォーマンス「天下一演武会－刀action（カタナクション）
－」が行われ、殺陣・剣舞・古武術・伝統芸能などのパフォー
マーが迫力満点の演武を披露し、観客を盛り上げました。

６月４日（日）
持てる力を精一杯出し切りました
　浅井ふれあいグラウンドで長浜市陸上競技大会が開かれ、小
学生から一般まで509人が参加しました。
　自己ベストをめざし、必死に走り、跳び、投げる選手たちに
向け、客席から仲間や保護者、指導者らから大きな声援が送ら
れました。 
　日頃の練習の成果を発揮し、力を出し切った選手たちの清々
しい表情が印象的でした。

６月３日（土）〜11日（日）
幻想的な展示に心ときめきました
　きのもと交遊館で、お笑いコンビ「キングコング」のにし
のあきひろさんらが手掛けた絵本、「えんとつの町のプペル」
の光る絵41点の展示会が開催されました。
　初日には、にしのさんのトークショーが木之本スティック
ホールで行われました。その後、にしのさん本人も展示場に
登場。写真撮影やサインの求めに気軽に応じるなど、来場し
た人にとって忘れられない１日になりました。

６月10日（土）
長浜の歴史や文化を伝え、繋ぎたい
　今年で11回目となる西中学校伝統文化学習発表会が行わ
れ、昨年10月から３年生が取り組んだ和楽器の演奏、剣舞、
茶道など、日本の伝統文化の学習成果を披露しました。
　今年は、びわ湖周航の歌の100周年を記念し、箏・日本歌
曲・剣舞・歌謡舞で同曲が使われました。発表する生徒達の
真剣な表情から、日本の伝統文化の心と長浜を愛する心が
しっかりと伝わりました。
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このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

5月20日（土）
まちなかから演劇文化を発信　
　登録有形文化財「開知学校」を劇場として活用し、市民に演
劇の魅力を伝える「ふりこシアターラボ」が行われました。
　舞台作品の創作などで演劇文化の普及をめざす「まちなかえ
んげきワークショップf

ふ り こ

urico」が催したもので、今回が初開催。
　この日は、人形劇の「ゆげちゃん一座」、朗読劇の「劇団夢
小路」、そして演劇の「furico」が出演し、笑いあり、感動あ
りの舞台で満席の会場を盛り上げました。

５月21日（日）
西浅井（にしあざい）で妊娠・安産（にんしん・あんざん）
　安産祈願で知られる西浅井町大浦の大浦十一面腹帯観音堂の
改修が行われ、落慶法要が営まれました。
　平成15年に起こった観音像の盗難事件をきっかけに防犯だ
けでなく、防火や耐震の工事もあわせて行われました。　
　「観音堂を守る会」では、「腹帯を巻いた観音様は全国で唯一。
安心して観音様に親しんでいただける観音堂が完成したので、
観音様のご利益を多くの人にPRしたい」としています。

５月21日（日）
新緑の茶摘みを楽しみました
　木之本町古橋の茶畑で新茶の収穫祭が開催され、市民や地
元の子どもら250人が参加しました。
　古橋はかつてお茶の栽培が盛んでしたが、近年は畑の大部
分が荒れ放題に。地域おこしに繋がればと昨年11月、地域住
民と「ふるさと夢公社きのもと」が再生に着手しました。
　今回の収穫祭は、さらに市民に周知しようと開催されたも
ので、初めて茶摘みをする人も楽しんでいました。

５月21日（日）
大勢のランナーが奥びわ湖を駆け抜けました　
　西浅井町大浦で奥びわ湖健康マラソンが行われました。
　地域ぐるみでつくるマラソン大会で、地元のボランティア
スタッフや西浅井中学校の生徒たちが受付、沿道のコース指
示、給水などを手伝いました。
　当日は快晴で気温も高く、ランナーからは「今までで一番
暑いかもしれない」との声が聞かれましたが、それぞれが自
分たちのペースで走り抜けました。
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市政の動き
（５月16日～６月15日）

市役所等で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

５月16日（火）
第１回田村駅周辺整備基本構想推進会議
担当課:都市計画課（☎65－6562）

田村駅周辺整備基本構想推進会議および田村駅周辺整備基本
計画の方向について、説明を受け、意見交換を行いました。

５月19日（金）
長浜市国民健康保険運営協議会
担当課:保険医療課（☎65－6512）

正副会長の選出後、平成29年度国民健康保険料率について説明
を受け、質疑応答の後、承認しました。また、滋賀県国民健康保
険運動方針（案）について説明を受けました。

５月25日（木）
第１回長浜市支え合いの地域づくり推進委員会
担当課:高齢福祉課（☎65－7789）

高齢者活躍よりあいどころ補助金事業者のヒアリング審査を
行い、選定を行いました。

５月29日（月）
第１回長浜市地域公共交通会議
担当課:都市計画課（☎65－6562）

平成28年度の公共交通運行実績やアンケートの実施結果等の
報告を受けました。またバスの経路等の変更、地域公共交通網
形成計画の策定等について事務局から説明を受け、意見交換を
行い、承認しました。

５月31日（水）
第１回長浜市水防協議会
担当課:防災危機管理局（☎65－6555）

長浜市水防計画（案）について事務局より説明を受け、質疑応答
を行い、原案のとおり承認しました。

５月31日（水）
長浜市指定管理者選定委員会第２委員会〈第２回
会議〉
担当課:行政経営改革課（☎65－6702）

小谷城戦国歴史資料館の指定管理者の募集にあたり、募集方法
および募集要項等について審議しました。

５月31日（水）
第１回長浜市図書館協議会
担当課:長浜図書館（☎63－2122）

平成28年度の各事業の取組について、図書館職員との意見交換
を行いました。

６月６日（火）
長浜市指定管理者選定委員会第１委員会（第2回会議）
担当課:行政経営改革課（☎65－6702）

余呉デイサービスセンターおよび浅井東診療所、大見いこいの
広場の指定管理者の募集にあたり、募集方法および募集要項等
について審議しました。

絵
手
紙
作
品
を
募
集
し
ま
す

問
教
育
改
革
推
進
室（
☎
６
５

－

８
６
０
４
）

７
月
23
日（
日
）は
ゴ
ミ
の

　
　
　
　
　
持
込
み
が
可
能
で
す

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５

－
６
５
１
３
）

　
「
長
浜
子
ど
も
の
ち
か
い
・
長
浜
子
育
て
憲
章
」
に
ち
な
ん
だ
絵
手
紙

を
募
集
し
ま
す
。

︻
テ 

ー 

マ
︼「
あ
な
た
に
伝
え
た
い
！
私
の
想
い
」

︻
募
集
対
象
︼
長
浜
市
在
住
の
小
中
学
生
、
一
般（
高
校
生
以
上
）

※ 

小
中
学
生
に
つ
い
て
は
、
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す
。

︻
募
集
期
間
︼
７
月
３
日（
月
）〜
９
月
８
日（
金
）

︻
作
品
規
格
︼  

官
製
は
が
き（
絵
と
文
字
両
方
入
れ
て
く
だ
さ
い
）

※ 

未
発
表
の
自
作
品
の
み
と
し
ま
す
。
応
募
作
品
の
著
作
権
は
長
浜
市
教

育
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。「
長
浜
子

ど
も
の
ち
か
い
・
長
浜
子
育
て
憲
章
」
は
本
広
報
紙
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
応
募
方
法
︼  

一
人
一
作
品
。
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
で
左
記
ま
で
。

︻
入
　
　
賞
︼
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２
点
、
佳
作
３
点

※ 

入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
入
賞
者
の
作
品
は
本
庁

舎
１
階
に
展
示
し
ま
す
。

応
募
先
・
問
合
せ

　
〒
５
２
６

－

８
５
０
１
　
八
幡
東
町
６
３
２

　
教
育
改
革
推
進
室
〈
本
庁
舎
５
階
〉

　
ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊
香
ク
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

　
８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日

　
８
月
27
日（
日
）
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避
難
支
援
・
見
守
り
支
え
あ
い
制
度

問
高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５

－

７
７
８
９
）

問
社
会
福
祉
課（
☎
６
５

－

６
５
３
６
）

国
民
年
金
免
除
制
度
の
お
知
ら
せ

問
彦
根
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課
　
　
　

（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
４
）

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
、
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
は
２
年
間
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

①
保
険
料
申
請
免
除
︵
１
/
４
～
全
額
︶

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の

場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部

が
免
除
さ
れ
ま
す
。（
承
認
期
間
は
原
則
７
月
〜
翌
年
６
月
） 

※ 

一
部
免
除
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
納
付
が
な
け
れ
ば
未
納

扱
い
に
な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予

　
50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
基

準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。（
承
認
期
間
は
原
則
７
月
〜
翌
年
６
月
）

※ 

平
成
28
年
６
月
ま
で
は
30
歳
未
満
、
平
成
28
年
７
月
以
降
は

50
歳
未
満
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例

　
学
生
の
人
で
、
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

（
承
認
期
間
は
原
則
４
月
〜
翌
年
３
月
）

　
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
を
希
望
す
る
場
合
は
、
左
記
に
よ
り

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　︻
持 

ち 

物
︼
年
金
手
帳
、
印
鑑

　 

※ 

離
職
票
や
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　︻
申
請
先
︼

　 

保
険
医
療
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　 

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

　 

彦
根
年
金
事
務
所
〈
彦
根
市
外
町
〉

︿﹁
い
つ
も
﹂
の
つ
き
あ
い
が
﹁
も
し
も
﹂
に
活
き
る
！
﹀

　
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
な
ど
に
よ
る
大
き
な
災
害
、
ま

た
昨
今
の
東
北
、
九
州
豪
雨
の
被
害
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、

誰
も
が
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
特
に
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
の
避
難
支
援
や

安
全
確
保
の
た
め
に
、
身
近
な
人
が
声
を
か
け
合
い
、
協
力
し

て
行
動
す
る
「
支
え
あ
い
の
体
制
」
は
大
変
重
要
で
す
。

　
市
で
は
「
避
難
支
援
・
見
守
り
支
え
あ
い
制
度
」
に
よ
り
、

身
近
な
自
治
会
組
織
が
主
体
と
な
っ
た
体
制
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
し
ょ

う
が
い
の
あ
る
人
な
ど
か
ら
申
し
出
を
受
け
、
自
治
会
や
防
災

組
織
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
支
援
体
制
を

つ
く
る
と
と
も
に
、
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
必
要
な
情
報
を

共
有
す
る
も
の
で
す
。

︻
制
度
へ
の
登
録
方
法
︼

　
申
請
書
類
を
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
類
は

左
記
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
担
当
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

︻
登
録
対
象
者
︼

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
重
い
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
な

ど
、
日
常
生
活
に
手
助
け
が
必
要
な
人
や
、
避
難
を
す
る
際
に

支
援
が
必
要
な
人
。

提
出
先

　
高
齢
福
祉
介
護
課
・
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

　
社
会
福
祉
協
議
会

※ 

登
録
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
自
治
会
長
や
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
市（
高
齢
福
祉
介
護
課
）、
社
会
福
祉
協

議
会（
地
域
福
祉
課
）な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
「
避
難
支
援
・
見
守
り
支
え
あ
い
制
度
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
出
前
講
座
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
制
度
の
内

容
や
個
別
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
問
合
せ
・

申
込
み
は
左
記
ま
で
。問

社
会
福
祉
課
（
☎
６
５

－

６
５
３
６
）
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「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
の
標
語
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

７
月
の
長
浜
市
民
献
血
デ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
健
康
推
進
課（
☎
６
５

－

７
７
７
９
）

　
青
少
年
の
健
全
育
成
の
基
盤
と
な
る
家
庭
。
そ
の
大
切

さ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、「
明
る
い
家

庭
づ
く
り
」
に
つ
な
が
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
家
族
の
絆
」
や
「
地
域
社
会
と
家
族
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
標
語
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

︻
応
募
期
限
︼
７
月
14
日（
金
）

︻
対 

象 

者
︼
小
中
学
生（
応
募
点
数
１
人
１
点
）

　
　
　
　
　 

高
校
生
・
一
般（
応
募
点
数
１
人
２
点
以
内
）

︻
応
募
方
法
︼
小
中
学
生
・
高
校
生
は
直
接
学
校
ま
で
。

一
般
の
人
は
直
接
市
内
各
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
（
旧
公
民
館
）ま
た
は
左
記
ま
で
。

※ 

優
秀
作
品
は
11
月
開
催
予
定
の
「
長
浜
市
青
少
年
育
成

市
民
の
つ
ど
い
」
で
表
彰
し
ま
す
。
ま
た
、
入
選
作
品

等
は
巡
回
展
示
し
て
啓
発
に
活
用
し
ま
す
。

問
合
せ
・
応
募
先

　
長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
事
務
局

　
　
　
　
〈
生
涯
学
習
文
化
課
内
〉（
☎
６
５
―
６
５
５
２
）

　
市
内
に
献
血
バ
ス
が
配
車
さ
れ
ま
す
の
で
、
献
血
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
７
月
８
日︵
土
︶西
友
長
浜
楽
市
店

︻
受
付
時
間
︼
10
時
〜
11
時
45
分

　
　
　
　
　 

13
時
〜
15
時
30
分

※
４
０
０
ml
献
血
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
滋
賀
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
（h

ttp
://sh

iga.b
c.jrc.o

r.jp
/

）

【募集日時】８月３日（木）９時～17時、８月４日（金）９時～16時、16時～22時、８月５日（土）７時～16時

【申 込 み】電話で右記まで。
　※ボランティア活動保険あり

　※活動時間の変動あり

問合せ・申込み  
　長浜花火実行委員会〈観光振興課内〉

　（☎６５－６５２１） 

ボランティア募集
花火大会の準備や運営、会場清掃などにご協力いただける人をお待ちしています。

長浜・北びわ湖大花火大会
スターマインを中心とした色鮮やかな花火が約１万発打ち上げられ、夏の夜空とびわ湖を美しく彩ります。
当日は長浜港湾全域が有料観覧エリアとなります。特別協賛席（有料）でぜひお楽しみください。

【開催日時】８月４日（金）19時30分～20時30分
　　　　　 少雨決行、荒天の場合中止
【打上場所】長浜港沖
【特別協賛席】 イス席　2,500円（席が必要であれば３歳未満でも有料）
　　　　　 一般席　1,500円（３歳未満無料）
　　　　　　※全席指定（一般席はエリア指定となります）
【販売期間】８月３日（木）まで
　　　　　　※残席があれば当日会場で販売
　　　　　　※当日券はイス席3,000円、一般席2,000円
【販 売 所】  観光振興課〈本庁舎２階〉、北部振興局地域振興課、

長浜駅観光案内所、ローソン、セブンイレブン、
JTB、ファミリーマート、サークルKサンクス

【インターネット販売】
　　　　　 ローソンチケット、CNプレイガイド、チケット
　　　　　 ぴあ、JTB、イープラス、ウォーカープラス
【問 合 せ】長浜花火実行委員会（☎６５－６５２１）
　　　　　　〈観光振興課内〉

会場周辺の道路は非常に混雑します。交通規制等にご協力をお願いします。

☆ごみはお持ち帰りください。
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　振袖を着て園遊会に参加できる女性を募集します！
振袖姿でまちなかを歩きましょう！
　大抽選会やクイズラリー、お茶席など様々なおもてな
しをご用意しています！
【対 象 者】振袖で参加できる女性
【と　　き】10月14日（土）10時～16時
【と こ ろ】中心市街地一帯
【受付会場】えきまちテラス長浜（長浜駅東口）　　
【募集人数】1,000人（先着順）

【申込方法】
　インターネットから「長浜　大園遊会」で検索、また
は、下記QRコードからお申し込みください。

同日開催「きものデー」
振袖以外の着物姿でまち歩きする人も大歓迎！
きものデーの参加は、事前申込は不要です。
当日、えきまちテラス長浜で受付してください。
※大抽選会には参加いただけません。

問合せ
　長浜きもの大園遊会運営委員会事務局
　（観光振興課内）〈本庁舎２階〉
　☎６５－６５２１
　*kankouka@city.nagahama.lg.jp

長浜市民プールをご利用ください！　
　スリル満点のウォータースライダーのほか、流水プー
ル、キッズプール、25mプールなど子どもから大人までお
楽しみいただけます。ぜひご利用ください。
【期　間】７月７日（金）～８月27日（日）※期間中は無休
【時　間】  10時～17時※50分ごとに10分間の休憩を設け

ます。
【料　金】中学生以下300円　大人500円
●３歳未満・付添人は無料です。
● 身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉
手帳を提示した本人は半額となります。
● コインロッカー使用料100円が必要です（使用後返却し
ます）。

【諸注意】
● 駐車場は限りがあります。スタッフの指示に従ってく
ださい。

●所定の駐車場以外への駐車は、おやめください。
● 小学校３年生以下は保護者同伴でお願いします。保護
者は水着を着用のうえ、一緒に入水してください。
● ウォータースライダーは身長120cm未満の人はご利用
いただけません。

問合せ
　長浜市民プール
　☎６４－０３８０
　（開設期間のみ）
　神照運動公園
　☎６５－３３９９

〜ゆかたで街をそぞろ歩き、総おどりを楽しもう〜

◎ 長浜の夏の新しい風物詩「長浜なつ
まつり」を今年も開催！
　商店街では「ゆかたマルシェ」とし
て各種イベント、フードパーク、キッ
ズパークなどが催されるほか、夕刻か
らは伝統の「長浜総おどり」を行います。
　ご家族やお友達と一緒に、ぜひゆか
た姿でまちなかへお越しください。

【と　き】７月29日（土）
　　　　 16時～20時30分
【ところ】中心市街地一帯
　　　　 ※雨天決行・荒天中止

長浜きもの大園遊会　参加者募集が始まりました！

「長浜総おどり」参加者募集！
　平成５年以来途絶えていた、伝統の「長浜総おど
り」を昨年復活！多数のご参加をいただきました。
今年は大通寺と表参道を中心に開催します。企業や
各種団体、ご家族、お友達とのご参加をお待ちして
います。
【時　間】18時30分～20時
【受　付】16時30分～17時45分（大通寺）
　　　　 ※ 受付後、一旦大通寺を離れる人は18時

までに集合してください。
【申込み】電話で下記まで。
【服　装】  自由ですが、ぜひゆかた姿でご参加ください。
問合せ・申込み　長浜なつまつり実行委員会事務局
　　　　　　　　〈長浜商工会議所内〉（☎６２－２５００）

スマホ 携帯
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学校・園活動
紹介

4

湖
北
の
医
師
不
足
と
そ
の
対
策問

健
康
推
進
課（
☎
６
５

－

７
７
７
９
）

　
湖
北
地
域
の
病
院
医
師
数
の
減
少
が
顕
著

に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
な
ぜ
湖
北
地
域
の
病
院
医
師
が
不
足
し
て

い
る
の
か
。

　
医
師
不
足
の
原
因
と
、
病
院
の
人
材
確
保

対
策
の
取
組
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

若
い
医
師
・
研
修
医
の
意
志
を
尊
重

　
20
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
大
学
医
学
部
か
ら

教
授
の
指
示
で
、
若
い
医
師
が
地
方
の
病
院

に
赴
任
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
医
師
の
希

望
が
尊
重
さ
れ
、
地
方
の
病
院
へ
の
赴
任
は

敬
遠
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　大
学
で
の
研
修
医
が
減
少

　
２
０
０
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
医
師
臨
床

研
修
制
度
に
よ
り
、
研
修
医
は
卒
業
大
学
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
研
修
す
る

病
院
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
研
修
医
が
減
少
し
、
大
学
の
医
師
派

遣
が
機
能
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
人
員
に
余

裕
の
な
い
大
学
は
地
方
へ
の
医
師
派
遣
を
中

止
し
、
地
方
の
勤
務
医
を
大
学
に
呼
び
戻
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
湖
北
地
域
で
は
一
部

の
診
療
科
で
常
勤
の
専
門
医
が
不
在
と
な
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

人
材
確
保
の
た
め
に

　
滋
賀
県
で
は
県
内
の
医
学
生
を
増
や
そ
う

と
、
滋
賀
医
科
大
学
に
地
域
枠
を
設
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
県
内
に
研
修
医
を
集
め
る
た

め
に
、
滋
賀
県
病
院
協
会
主
催
で
、
近
隣
の

大
学
の
医
学
生
と
滋
賀
県
出
身
の
医
学
生
に

案
内
を
送
り
、
毎
年
「
滋
賀
県
地
域
医
療

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
湖

北
で
は
湖
北
医
師
会
主
催
で
、
中
学
生
と

高
校
生
の
医
療

へ
の
関
心
を
高

め
る
た
め
「
医

師
体
験
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を

開
催
し
、
将
来

の
人
材
育
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

広
げ
よ
う
！

「
あ
り
が
と
う
」の
輪

　
き
の
も
と
認
定
こ
ど

も
園
の
子
ど
も
た
ち
は
、

お
友
だ
ち
や
先
生
な
ど
、

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、

見
守
ら
れ
て
生
活
し
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で

「
あ
り
が
と
う
」
を
素
直

に
伝
え
る
こ
と
で
、
み

ん
な
の
気
持
ち
が
温
か

く
な
り
ま
す
。
そ
の
気

持
ち
を
広
げ
て
い
け
る

よ
う
に
、
園
内
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
の

活
動
を
多
く
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植

え
の
際
に
は
、
ボ
ラ
ン

めざす子ども像
一、夢や目標をもち、それに向かって努力する子

一、思いやりのある心のやさしい子

一、ふるさとを愛し、誇りをもって生きる子

長浜子どものちかい
〜わたしたちはちかいます〜

一.元気にあいさつをします

一.名前を呼ばれたら「はい」と返事をします

一.「ありがとう」「ごめんなさい」をすなおに言います

一.困っている人がいたら言葉をかけます

一.人の話をしっかり聞きます

長浜子育て憲章
〜おとなが実践します〜

一.子どもに誠実に生きる姿を見せます

一.見守るまなざし、叱る勇気を大事にします

一.ルールとマナーを教え、奉仕の心を育みます

一.自然や人々に感謝の心でふれあう子どもを育てます

一.長浜に誇りをもち、地域に貢献する子どもを育てます

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

「
苗
の
葉
っ
ぱ
を
、
お

芋
が
大
好
き
な
お
日

さ
ま
の
ほ
う
に
向

け
て
、
土
の
お
布
団

を
し
っ
か
り
と
か
け

て
あ
げ
よ
う
ね
」
と

教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

ゆ
っ
た
り
と
し
た
優

し
さ
に
触
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
方
か
ら
、
自
然

に
「
あ
り
が
と
う
」
の
言

葉
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
様
々
な
人
と
の
出
会
い

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
中
に
「
あ
り
が
と
う
」

の
気
持
ち
が
育
ま
れ
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ

れ
、
見
守
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
、
子
ど
も
た
ち
が
肌

身
で
感
じ
て
く
れ
る
よ
う

に
願
っ
て
い
ま
す
。

▲サツマイモの苗植えの様子

市立長浜病院
院長　神田　雄史

▲医師体験ワークショップの様子
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このコーナーでは、病院事業のスタッフの紹介を兼ねて、病院施設や
体制のほか、生活に役立つ“健康豆知識”などを紹介します。

問

市
立
長
浜
病
院

　 （
☎
６
８

－

２
３
０
０〈
代
表
〉）

市立病院通信‒◯‒75

市立長浜病院
リハビリテーション科

部長 江
え

藤
と う

　謹
き ん

司
じ

古
賀
誠
先
生
の
有
意
義
な
講
演
会

　
長
浜
市
福
寿
大
学
が
主
催
す
る
講
演
会

が
開
講
さ
れ
、
元
自
民
党
幹
事
長
で
運
輸

大
臣
を
務
め
た
古
賀
誠
先
生
を
講
師
に
迎

え
ま
し
た
。

　
古
賀
先
生
は
私
の
政
治
家
と
し
て
の
師

匠
で
あ
り
、
長
い
お
付
合
い
と
ご
指
導
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
は
中
央
の
国
会

で
古
賀
先
生
の
政
策
立
案
や
立
法
活
動

を
補
佐
す
る
政
策
秘
書
を
務
め
て
い
ま
し

た
。
古
賀
先
生
は
自
民
党
の
幹
事
長
や
国

会
対
策
委
員
長
、
道
路
調
査
会
会
長
さ
ら

に
政
府
の
運
輸
大
臣
な
ど
常
に
日
本
の
政

治
を
動
か
す
要
職
に
着
い
て
活
動
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
「
大
物
政
治
家
」
の
政

策
秘
書
と
し
て
国
の
大
き
な
政
策
決
定

や
政
治
が
動
く
現
場
に
立
ち
会
っ
た
こ
と

は
、
実
に
様
々
な
貴
重
な
経
験
と
学
び
の

連
続
で
し
た
。
そ
の
後
、
私
が
衆
議
院
議

員
や
長
浜
市
長
と
し
て
活
動
で
き
る
の
も

古
賀
先
生
か
ら
教
示
い
た
だ
い
た
数
々
の

も
の
が
大
き
く
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
古
賀
先
生
は
、
４
歳
で
父
親
を
太
平
洋

戦
争
で
失
い
ま
し
た
。
貧
困
の
中
で
母
親

が
乾
物
類
の
行
商
や
内
職
を
掛
け
持
ち
し

て
働
き
続
け
、
母
親
の
寝
て
い
る
姿
を
見

た
こ
と
が
な
い
そ
う
で
す
。
そ
の
思
い
出

が
政
治
家
を
志
す
動
機
と
な
り
、「
政
治
は

弱
者
の
た
め
の
も
の
」
と
決
意
し
、
38
歳

で
立
候
補
し
当
選
。
当
時
の
大
平
総
理
大

臣
か
ら
「
政
治
に
は
貧
苦
が
必
要
だ
。
貧

し
さ
、
苦
労
を
知
っ
た
者
が
政
治
を
す
べ

き
」
と
激
励
さ
れ
、「
貧
苦
こ
そ
政
治
を
目

指
す
原
点
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

講
演
で
は
特
に
、赤
紙
一
枚
に
よ
り
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
レ
イ
テ
で
戦
死
し
た
父
親
や
太
平

洋
戦
争
で
尊
い
命
を
落
と
し
た
３
０
０
万

人
も
の
犠
牲
者
に
思
い
を
寄
せ
、
当
時
の

政
治
家
が
「
日
本
は
負
け
な
い
」「
戦
い

は
続
け
る
べ
き
」
と
し
た
た
め
で
、「
政

治
の
貧
困
が
も
た
ら
し
た
不
幸
」
と
鋭
く

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
日
本
が
、

戦
争
の
愚
か
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
次
の
世

代
に
残
し
て
い
く
責
任
と
自
覚
を
持
つ
こ

と
が
大
切
」
と
語
り
、
迫
力
と
味
の
あ
る

講
演
で
大
き
な
拍
手
が
あ
が
り
ま
し
た
。

※至誠通天
　誠を尽くせば天が
　味方してくれること
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▲ヤンマーミュージアムで古賀先生と

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
に
つ
い
て

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
知
ら
ぬ
間
に

骨
が
も
ろ
く
な
り
、
あ
る
日
突
然
、

転
ん
だ
だ
け
で
骨
折
を
起
こ
し
、
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
病
気
で
す
。

　
65
歳
以
上
の
女
性
で
は
、「
骨
折
・

転
倒
」
は
要
介
護
状
態
に
な
る
原
因

の
15
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
当
院
の

調
査
で
は
最
近
10
年
間
、
骨
折
の
中

で
、
特
に
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

す
「
足
の
付
け
根
」
の
骨
折
で
年
間

１
２
０
人
程
度
が
入
院
し
、
手
術
を

受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
86
％
の

人
の
骨
密
度
が
低
下
し
て
お
り
、
し

か
も
そ
の
う
ち
88
％
の
人
が
骨
折
を

半
分
程
度
防
ぐ
投
薬
治
療
が
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に

気
付
か
ず
、
適
切
な
治
療
が
さ
れ
な

い
ま
ま
、
骨
折
し
て
い
る
人
が
多
い

で
す
。

　
長
浜
市
で
は
、
55
歳
か
ら
65
歳
ま

で
の
５
歳
刻
み
に
女
性
を
対
象
に
、

エ
ッ
ク
ス
線
を
用
い
た
「
デ
キ
サ
法
」

と
い
う
現
在
最
も
信
頼
で
き
る
方
法

で
骨
密
度
を
測
る
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
を
行
い
ま
す
。
従
来
は
精
密
検
査

に
用
い
て
い
た
方
法
で
、
全
国
的
に

も
先
進
的
な
取
り
組
み
で
す
。
場
所

は
デ
キ
サ
法
の
設
備
が
あ
る
市
立
長

浜
病
院
、
長
浜
市
立
湖
北
病
院
、
長

浜
赤
十
字
病
院
、
堤
整
形
外
科
、
さ

ざ
な
み
整
形
外
科
、
近
江
診
療
所

の
中
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。
費
用
は
、

１
，
６
０
０
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
の
人
は
50
代
の
女

性
で
５
%
で
す
が
、
70
代
で
は
40
％

ま
で
増
加
し
ま
す
。
検
診
で
早
期
に

発
見
し
、
適
切
な
治
療
で
骨
折
を
予

防
し
、
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▲デキサ法のイメージ図
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雨森芳洲 特集
あめのもり   ほう しゅう

₇₅

問

長
浜
城
歴
史
博
物
館

　 

（
☎
６
３

－

４
６
１
１
）

　今秋の雨森芳洲関連資料のユネスコ「世界の記憶」
登録に向けて、今号から10月号まで、ながはまの文
化財のページで雨森芳洲について紹介します。

雨
森
芳
洲
っ
て
ど
ん
な
人
？

　
芳
洲
は
１
６
６
８（
寛
文
８
）年
、
北

近
江
の
雨
森
村（
現
高
月
町
雨
森
）に
生

ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す（
京
都
ま
た

は
伊
勢
生
ま
れ
と
い
う
説
も
あ
り
）。
通

称
は
東と

う

五ご

郎ろ
う

、
朝
鮮
風
に
雨ウ
サ
ン
ド
ン

森
東
と
も

称
し
ま
し
た
。
名
は
俊

し
ゅ
ん
り
ょ
う

良
、
後
に
対
馬

藩
主
宗そ

う

義よ
し

誠の
ぶ

の
一
字
を
い
た
だ
き
誠の
ぶ

清き
よ

と
改
め
ま
す
。
字
は
伯は
く

陽よ
う

、
芳
洲
は
そ

の
号
で
、
別
号
に
は
橘き

っ

窓そ
う

、
院
い
ん
ち
ょ
う長
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
芳
洲
の
先
祖
・
雨
森
氏
は
、
北
近
江

の
有
力
土
豪
と
し
て
知
ら
れ
、
戦
国
時

代
に
は
浅
井
氏
に
仕
え
て
数
々
の
武
将

を
輩
出
し
ま
し
た
が
、
小
谷
城
落
城
・
主

家
滅
亡
に
際
し
没
落
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
京
都
で
町
医
者
を
開
業
し
て
い
た
父

に
な
ら
っ
て
、
は
じ
め
医
学
を
志
し
ま

し
た
が
、
後
に
儒
学
に
転
じ
て
、
江
戸

に
出
て
木き

の

下し
た

順
じ
ゅ
ん

庵あ
ん

の
門
に
入
り
ま
し

た
。
順
庵
門
下
で
は
、
新あ

ら

井い

白は
く

石せ
き

・
室む
ろ

鳩き
ゅ
う

巣そ
う

・
榊
さ
か
き
ば
ら
こ
う
し
ゅ
う

原
篁
洲
・
祇ぎ

園お
ん

南な
ん

海か
い

と
共
に

「
木ぼ

く

門も
ん

の
五
先
生
」
に
数
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
文
は
芳
洲
、
詩
は
白
石
」
と
称
さ
れ
る

な
ど
文
章
の
秀
逸
さ
は
木
門
随
一
で
、

師
は
「
後こ

う

進し
ん

の
領
り
ょ
う

袖し
ゅ
う（
人
を
率
い
る
長
と

な
る
人
）」
と
評
し
た
と
も
い
い
ま
す
。

　
１
６
８
９（
元
禄
２
）年
、
対
馬
藩
は

順
庵
に
儒
者
の
斡
旋
を
求
め
て
き
ま
し

た
。
対
馬
は
そ
の
地
理
か
ら
古
来
よ
り

日
朝
交
流
の
窓
口
で
、
徳
川
幕
府
は
朝

鮮
外
交
の
実
務
を
対
馬
藩
に
命
じ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
藩
で
は
進
講（
講

義
を
す
る
こ
と
）の
ほ
か
に
外
交
文
書
の

解
読
・
起
草
な
ど
も
務
め
る
こ
と
の
で

き
る
学
識
豊
か
な
儒
者
を
必
要
と
し
て

い
ま
し
た
。
順
庵
は
当
時
22
歳
の
芳
洲

を
抜
擢
。
師
の
進
言
も
あ
っ
て
か
、
若

い
芳
洲
は
江
戸
藩
邸
勤
め
の
ま
ま
引
き

続
き
順
庵
の
も
と
で
学
ぶ
よ
う
藩
か
ら

命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
翌
年
芳
洲
は
中
国

語
を
学
び
始
め
、
長
崎
へ
数
度
遊
学
し

て
い
ま
す
。
藩
の
儒
者
採
用
の
目
的
を

承
知
し
て
、
音
読
を
通
じ
て
漢
文
能
力

の
向
上
を
図
る
た
め
で
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
26
歳
の
と
き
、
対
馬

に
赴
任
。
藩
で
は
教
育
を
つ
か
さ
ど
る

か
た
わ
ら
、
内
政
・
外
交
・
藩
主
の
御ご

用よ
う

人に
ん

を
務
め
ま
し
た
。

　
芳
洲
は
31
歳
の
と
き
、
朝
鮮
外
交
を

担
当
す
る
朝
鮮
御
用
支
配
役
の
補
佐
役

に
任
じ
ら
れ
、
20
年
余
り
そ
の
役
務
を

果
た
し
ま
し
た
。
初
め
て
朝
鮮
へ
渡
っ

た
の
は
35
歳
の
と
き
。
こ
の
訪
朝
は
彼

に
朝
鮮
お
よ
び
朝
鮮
語
の
理
解
が
不
可

欠
な
も
の
と
痛
感
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。

翌
年
か
ら
二
度
、
釜ぷ

山さ
ん

の
倭わ

館か
ん（
対
馬
藩

の
外
交
役
所
）に
滞
在
し
て
、
精
力
的

に
朝
鮮
語
と
朝
鮮
の
諸
事
を
学
び
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
藩は

ん

儒じ
ゅ（

藩
主
に
仕
え
る
儒

教
者
）み
ず
か
ら
朝
鮮
留
学
し
た
前
例
は

な
く
、
芳
洲
の
意
気
込
み
と
真
剣
さ
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。
こ
の
留
学
で
朝
鮮

語
を
ほ
ぼ
マ
ス
タ
ー
し
、「
交こ

う

隣り
ん

須す

知ち

」

「
全ぜ

ん

一い
つ

道ど
う

人じ
ん

」
等
16
冊
の
朝
鮮
語
入
門
書

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
自
身
の
経
験
か
ら
、通
訳
の
重

要
性
に
着
眼
し
、単
に
朝
鮮
語
が
上
手
な

だ
け
で
な
く
、才
智
・
学
問
・
篤
実
を
そ
な

え
た
質
の
高
い
通
訳
の
育
成
を
説
き
、こ

れ
は
後
に
藩
の
通
訳
養
成
制
度
の
確
立

に
も
生
か
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
藩
の
朝
鮮
関
係
の
職
務
で
は
、

１
７
１
１
年
と
１
７
１
９
年
に
来
日
し

た
第
８
次
・
第
９
次
の
朝
鮮
通
信
使
の

真し
ん

文ぶ
ん

役や
く（
外
交
文
書
を
解
読
・
起
草
す
る

職
務
）と
し
て
江
戸
往
復
の
旅
に
随
行

し
、
朝
鮮
国
と
幕
府
と
の
折
衝
役
を
務

め
ま
し
た
。
こ
の
随
行
を
通
じ
、
多
く

の
朝
鮮
文
人
と
個
人
的
に
も
親
交
を
深

め
、
そ
れ
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
続
き
ま

し
た
。

　
３
０
０
年
前
に
活
躍
し
た
芳
洲
は
日

本
語
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
朝
鮮
・
中

国
の
言
葉
も
操
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
今
の

言
葉
で
い
う
「
ト
リ
リ
ン
ガ
ル
」
で
、

江
戸
時
代
を
代
表
す
る
国
際
人
と
い
え

ま
す
。

▲

雨
森
芳
洲（
1
６
６
８
〜
１
７
５
５
）
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（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

記事広告

【日　時】９月17日（日）　14時～（13時30分開場）
【会　場】長浜文化芸術会館（大島町）
【入場料】親子ペア　　2,000円（当日2,300円）
　　　　 おとな　　　1,500円（当日1,700円）
　　　　 中学生以下　1,000円（当日1,200円）
　　　　 ※全席自由

スポーツ教室のご案内
教室名 期間・時間 対象 受講料 定員 場所 内容

水辺の安全教室 ７月23日(日)９時～10時 小学
1～3年生

500円
全１回 20人 長浜市民

プール

「�自分の命は自分で守る」そんな意
識を持って！
・ペットボトル浮遊体験
・ライフジャケット浮遊体験
・身近な物を使った救助方法の紹介

子ども水泳教室 ７月24日(月)～30日(日)
９時～10時

小学
2～6年生

8,300円
全７回 40人 長浜市民

プール
水泳の苦手なお子様を対象にレベル
に応じて指導します。

水中ウォーキング・
フィットネス教室

７月18日(火)、８月1日、８日、
22日(火)　９時～10時 一般 2,000円

全４回 20人 長浜市民
プール

心身のリフレッシュや健康維持、肩
こり腰痛などの予防に。

フットケアヨガ教室
７月21日(金)～８月25日(金)
毎週金曜日、８月11日は休み
19時～20時

一般 2,500円
全５回 20人

長浜市民
プール

２階休憩室

バランス力の向上や下半身の筋力
アップ、心身のリフレッシュに最適。

【申込方法】
・７月３日（月）から神照運動公園で申込受付を開始します。
・ 受講料を添えてお申込みください（電話予約可）。定員になり次第受付を終了します。
※ただし、こども水泳教室は電話での予約はできません。
【その他】
・自己都合のキャンセルの場合、受講料は原則としてお返しできません。

笑わずには帰れない！プレジャーBの
コメディ・クラウン・サーカス

【発売日】７月８日（土）
　問公益財団法人長浜文化スポーツ振興事業団
　　〈長浜文化芸術会館内〉（☎６３－７４００）

問・申  公益財団法人長浜文化スポーツ
振興事業団（神照運動公園内）

　　 ☎６５－３３９９

　５人のカラフルで個性豊かなクラウ
ン（道化師）たちのすごい！……けど
笑っちゃう！コメディ・サーカス！ 
にぎやかでパワー溢れるステージは笑
いとドキドキがいっぱい！子どもから
大人まで楽しめるプロのクラウンたちによる最高のエンター
テイメントショー！

長浜市民プール

夏に向けて

トレーニング
！
長浜市民体育館で運動しよう♪

トレーニング室利用講習会 for MEN

  for WOMEN

【内　容】
　市民体育館のトレーニング室内のマシン
の利用方法やトレーニングのプログラムづ
くりを指導します。
　また、希望者には体成分測定装置（Inbody）
による筋肉量や筋量バランスの測定も行い
ます。当日、測定データをお渡ししますので、
今後のトレーニングにぜひ活用ください。

【と　き】７月23日（日）
　　　　　女性 午前９時～10時
　　　　　男性 午前10時30分～11時30分
【ところ】市民体育館　トレーニング室
【参加費】100円/１人（施設使用料）
【対　象】一般男女　
※ 申込不要。当日市民体育館へ直接お越し
ください。

問 公益財団法人長浜文化スポーツ振興事業団
　（市民体育館内）☎６３－９８０６
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【定　員】各日10組程度（先着順）
【申込み】電話で下記まで。
問・申滋賀県北部流域下水道事務所
　　　（☎０７４９－２６－６６３４）

募　　集
◆こんちゅうのおはなしと採集会参加者募集
【と　き】８月６日（日）　９時～12時
【ところ】木之本まちづくりセンター
　　　　 （木之本町木之本）
【講　師】寺

てら

本
もと

　憲
のり

之
ゆき

氏（滋賀県立大学）
【定　員】30家族程度（先着順）
【参加費】一家族300円
【持ち物】  虫網とかご、帽子、水筒、筆

記用具など
【申込み】  ７月25日（火）までに電話で下

記まで。
問・申木之本まちづくりセンター
　　　（☎８２－５９１５）

◆J
ジ ェ リ ー ビ ー ン ズ

ERRYBEANS講演ライブ
　　～合言葉は『みんなスマイル』～
【と　き】７月29日（土） ９時30分開場
【ところ】南郷里まちづくりセンター
　　　　 （新栄町） 
①講演ライブ　10時～12時
【入場料】500円（未就学児無料）
【前売所】近藤モータース（内保町）
　　　　 ※当日券もあります。
②交流会　14時～15時　
【入場料】無料
【対　象】不登校のお子さんの保護者
【申込み】電話またはメールで下記まで。
問・申オレンジスマイル 森
　　 （☎０９０－１４８４－３８２４）
　　 smileあ～ちゃんプロジェクト　林
　　 *a.chan.no.niji@gmail.com

◆ 戦没者遺児による慰霊友好親善事業
参加者を募集します

戦没者の遺児を対象に、旧戦域を訪れ、
慰霊追悼と地域住民との友好親善を図
る事業を実施します。
【参加費】10万円
【実施地域】マリアナ諸島など12地域
※ 今回実施する地域で亡くなられた戦没者の
遺児が対象となります。詳しくは下記まで。
問・申（一財）滋賀県遺族会事務局
　　 （☎０７７－５２２－７２２７）

相　　談
◆一日年金相談所の開設
年金事務所では、次の日程で一日年金
相談所（予約制）を開設します。
【と　き】７月20日（木）
          　10時～16時
【会　場】５－D会議室〈本庁５階〉

【申込み】  １週間までに下記の予約専用
電話でお申し込ください。

予約専用電話
☎０７４９－２３－５４８９
（平日の８時30分～17時15分）
※ 予約専用電話では予約のみ受付します。
問彦根年金事務所お客様相談室
　（☎０７４９－２３－１１１６）

◆福祉のお仕事探し出張相談
福祉の仕事探しについて相談をお受け
します。気軽にお申込みください。
【と　き】７月14日（金）
　　　　 13時30分～16時
【ところ】北部振興局（木之本町木之本）
【申込み】前日17時までに電話で下記まで。
※完全予約制
問湖北介護・福祉人材センター
　（☎６４－５１２５）
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不用品交換情報（６月14日現在）
◆ください（無料）
○硬式用テニスラケットとボール〇マッサー
ジチェア〇ハンディマッサージ器〇ダンベル
〇バーベル〇トレーニング用品○一般自転車
（折りたたみ可） 〇電動自転車（26～27イン
チ）○チャイルドシート○二槽式洗濯機○２
口ガスコンロ（プロパンガス）○３連ペーパー
スクリーン○トイレのコーナーラック○ラン
ドリーラック○保冷ショッピングカート〇ポ
スト（郵便受け）〇物置〇木製洋服タンス○盆
栽鉢○NECのワープロ
◆あげます（無料）
○名刺ホルダー〇二重毛布○幼児用すべり台
（木製）○パソコンラック○学習机○冬用座布
団10枚
※現物は保管していません。
※ 市は取次ぎのみで、利用者双方の話合いで決
定していただきます。

問環境保全課（☎６５－６５１３）

【長浜地域】７月27日（木） 18時～20時
市民交流センター（地福寺町）

【浅井地域】７月28日（金） 18時～20時
湯田まちづくりセンター（内保町）

【びわ地域】７月28日（金） 19時30分～21時
びわまちづくりセンター（難波町）

【虎姫地域】７月28日（金） 18時～20時
虎姫まちづくりセンター（田町）

【湖北地域】７月20日（木） 18時～20時
湖北まちづくりセンター（湖北町速水）

【高月地域】７月12日（水） 13時～15時
高月支所（高月町渡岸寺）

【木之本地域】 ７月20日（木） 15時～17時
木之本まちづくりセンター（北部振興局内）

【余呉地域】７月22日（土） 10時～12時
山村開発センター（余呉町中之郷）

【西浅井地域】 ７月19日（水） 17時～19時
西浅井まちづくりセンター（西浅井支所内）

問社会福祉課（☎６５－６５３６）
　 市ホームページ「結婚支援」で
検索または右記ＱＲコードから。

※ いずれの会場も提供できる
情報は同じです。

※ 登録の有効期限は３年です。再登録
を希望する人は、各会場で申請をお
願いします。

結婚相談

長浜米原休日急患診療所
７・８月の診療日のお知らせ

【診療日】　 ７月２日、９日、16日、17日、
　　　　 23日、30日、８月６日、
　　　　 11日、13日、20日、27日
【診療時間】　  ９時～18時
【診療科】　 内科・小児科
【受付時間】　  ８時30分～11時30分
　　　 　 12時30分～17時30分
【場　所】　 宮司町1181－2
　　　 　 湖北医療サポートセンター
　　　 　 「メディサポ」内
【電話番号】　 ６５―１５２５
※ 電話は、おかけ間違いのないように
ご注意ください。

※ 受診時は健康保険証・福祉医療券・お薬
手帳・母子健康手帳（乳幼児の場合）をお
忘れなく。

※ 診療日は日曜・祝日・年末年始（12月
30日～１月３日）です。

問健康推進課（☎６５－７７７９）

７月の税・料
固定資産税・都市計画税 ２期
国民健康保険料 ２期
介護保険料 ２期
後期高齢者保険料 １期

女性の悩み相談（要予約）
【と　き】　７月15日（土） 12時～16時
　　　　 ８月３日（木） 10時～14時
【ところ】　 市民交流センター和室（地福寺町）
【相談員】　 下

しも

地
じ

久
く

美
み

子
こ

さん（臨床心理士）
【料　金】　 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　（☎６５－３３６６）

有料広告欄

情報ひろば 市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（☎６５－６５０４）までご連絡ください。

弁護士法人

おうみ法律事務所

〒526-0031　長浜市八幡東町225
代表弁護士  竹内  寛 （滋賀弁護士会所属）
HP : http://www.ohmi.lawyers-office.jp

お知らせ
◆パスポートセンター「米原出張窓口」
　７月18日（火）は休業
米原出張窓口での受付は、平日の火・
水・木曜日です。県立文化産業交流会
館の休業日は業務を休みます。
問滋賀県パスポートセンター
　（☎０７７－５２７－３３２３）

催　　し
◆「おもちゃ鉄道と遊覧鉄道」展
珍しい鉄道おもちゃや模型コレクショ
ンを展示。子どもから大人まで楽しめ
る企画展です。夏休みに親子でどうぞ。
【と　き】７月５日（水）～９月30日（土）
　　　　 ９時30分～17時
　　　　 （入館16時30分まで）
【ところ】長浜鉄道スクエア（北船町）
【入館料】大人300円、小中学生150円
※会期中無休
問長浜鉄道スクエア（☎６３－４０９１）

◆きゃんせ土曜市
【と　き】７月８日（土）　11時～13時
【ところ】長浜地方卸売市場（田村町）
【内　容】  特売セール、うどん・そば・いなり

寿司・おにぎりの実食コーナー
問長浜地方卸売市場（☎６３－４０００）

◆おもちゃで遊ぼう夏休み
新幹線・電車・はたらく車など、いろ
んな乗り物が慶雲館に大集合！
【と　き】７月15日（土）～８月31日（木）
　　　　 ９時30分～17時
　　　　 （入館16時30分まで）
【ところ】慶雲館（港町）
【入館料】大人300円、小中学生150円、
　　　　 ３歳以上の幼児100円
※会期中無休
問慶雲館 （☎６２－０７４０）

◆水とロマンの祭典
尾上浜での宝探し、ちびっこ魚つかみ、
親子釣り体験、模擬店など盛りだくさ
んの内容で夏を満喫しましょう。

【と　き】７月17日（月・祝）
　　　　 ９時～14時30分
【ところ】尾上漁港（湖北町尾上）
問水とロマンの祭典実行委員会
　（☎８２－５９００）

◆夏のグルメ！
　びわ湖の魚のおいしさを伝えます
旬のビワマスをメインにびわ湖の幸を
味わえます。
【と　き】７月17日（月・祝）12時～
【ところ】朝日漁業会館（湖北町尾上）
【メニュー】  ビワマス造り・フライ・あら

汁・アユ佃煮・天ぷらほか
【参加費】2,700円
【申込み】電話またはFAXで下記まで。
問・申朝日漁業協同組合
　　（☎７９－０３２０／ ７９－０３１９）

◆夏休み親子市場見学会
-20℃の冷蔵庫入庫体験や卸売場やセリ
場の見学ができるほか、うなぎつかみ
体験などの催しもあります。
【と　き】  ８月５日（土）
　　　　 ７時15分～９時15分
【ところ】長浜地方卸売市場（田村町）
【対　象】  市内・米原市在住の小学生と

保護者（未就学児の参加不可）
【定　員】20組（応募多数の場合抽選）
　　　　 初参加者優先
【申込み】  ７月14日（金）までに電話また

はメールで下記まで。
問・申長浜地方卸売市場（☎６３－４０００）

*nagasijo@mx.bw.dream.jp

講座・教室
◆剣舞こども無料体験教室
剣舞を学び礼儀を身につけませんか。
【と　き】  ７月１日（土）～８月15日（火）

の毎週土曜日
　　　　 13時30分～15時30分
※最終日のみ火曜日
【ところ】武徳殿（朝日町）
【講　師】西

にし

邑
むら

光
こう

粋
すい

氏
【対　象】幼児・小学生

※白扇、剣道着、袴、剣など無料貸与。
問・申光粋流舞道（☎６２－２４４１）

◆体験教室「銅鏡を作ろう！」
不思議な力を持つと信じられてきた鏡
のミニチュアを作ってみませんか。
【と　き】７月23日（日）　10時～12時
【ところ】浅井歴史民俗資料館（大依町）
【定　員】15人（先着順）
【参加費】800円
【申込み】前日までに電話で下記まで。
問・申浅井歴史民俗資料館
　　 （☎７４－０１０１）

◆マタニティ講座
助産師の指導で赤ちゃん人形を使った
だっこやおむつ交換などを体験。ヴァ
イオリンとピアノの生演奏もあります。
【と　き】７月29日（土）10時～11時30分
【ところ】六荘まちづくりセンター（勝町）
【対　象】  市内在住・在勤の初めて出産

する妊婦さんとご家族。
【定　員】20人（先着順）
【参加費】200円
【申込み】  ７月４日（火）から電話で下記まで。
問・申子育て広場スキップ
　　　（☎６２－１２１２）
　　　※火・水・木曜日９時～15時30分
　　　上記時間以外は
　　　 六荘まちづくりセンター
　　　 （☎６２－０１９８）
※月曜・第１・３日曜休館

◆夏休み自由研究講座
【と　き】８月１日（火）、２日（水）
　　　　 ９時30分～11時30分
※両日とも同じ内容です。
【ところ】東北部浄化センター
　　　　 （彦根市松原町）
【内　容】① ビデオとパネルによる下水

処理の説明
　　　　 ②処理場内の見学
　　　　 ③ 水質試験体験（流入水と放

流水の比較）
　　　　 ④ 顕微鏡で水をきれいにする

微生物の観察
【対　象】市内小学生と保護者

広報ながはま　2017年７月23



笑顔いっぱい元気に育ってくれてありがと

う！これからも兄弟なかよく大きくたくま

しく成長してくれる事を願っています。

まちの
人口

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５－６５０４）まで申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、まちづくりセンターなど市の公共施設にも置いています。市ホームペー
ジ、スマホからもご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。
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みんなに優しい恋音ちゃん、すごくやんちゃな

翔雅くん。時々けんかもするけど、これからも

姉弟仲良くね。
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　生まれ育った地元を愛し、地域の歴史
や豊かな自然を“財産”だと表現する大山
さん。幼少の頃から自他が認める自然好
きで、「動物が集まってくる」というくら
い、いつも動物たちと過ごしてきたとい
います。
　大山さんが暮らす古橋で平成14年、国
の特別天然記念物オオサンショウウオが
発見され、謎の多い生態に関心を持った
大山さんは、県や長浜バイオ大学などと
ともに調査を開始。平成22年には住民に
聞き取り調査を行い、目撃情報から生息
域を徐々に明らかにしました。「『誰かが持
ち込んだのでは』という声もありますが、
昔からいたに違いない」と大山さんの表
情は確信に満ちています。平成26年に「古

橋のオオサンショウウオを守る会」を発
足すると、情報が次々に寄せられるよう
に。成体はもちろん幼体や巣穴も見つか
り、絶好の繁殖地であることも判明しま
した。
　地域の自然を伝えたいと、地元の高時
小学校に依頼し、オオサンショウウオの
学習を取り入れてもらうことに。以来、
保護するたびに小学校へ運んで子どもた
ちに見せています。「誰よりも子どもたち
が一番多くのオオサンショウウオを見て
いるので、みんな『かわいい！』と愛着
を持ってくれています」と目を細めます。
　環境学習への取り組みはこれにとどま
らず、小学校内の空き地を利用してビオ
トープを手作り。大山さんの想いに賛同

する住民も何かと手を貸してくれます。
　しかし大山さんは、子どもたちに自ら
の保護活動を受け継いでほしいとはいい
ません。「押し付けたらだめ。きっかけが
あれば自然と足が向くはず」と微笑みます。
　何ごとにも真剣な大山さんを頼る人は
多く、自身も「頼まれると断れない」と
苦笑い。地域づくり協議会や古橋史跡文
化保存会などでいくつもの役割を担いま
すが、苦労とは思わないといいます。「身
体も動くし、絶え間なく動ける場を与え
てもらえるのがありがたい」。
　無理をせず、無理強いをしない―
　自然体でありながら、「地域の環境は地
元の人の手でしか守れない」という使命を
宿し、今日も様々な地域活動を続けます。

植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。
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）

地域の自然や歴史を次へ伝えたい

古橋のオオサンショウウオを守る会
おお　  やま　　　　    こう    いち

大山　考一さん（木之本町古橋）
撮影場所：高時小学校ビオトープ

平成29年６月１日現在 人口　119,626人　　男　58,550人　　女　61,076人　　世帯数　45,181世帯
平成29年５月中の異動 転入　240人　　転出　201人　　出生  81人　　死亡  108人　　婚姻 50件
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